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本
願
寺
八
百
年
の
伝
統
に
則

り
、
私
は
佛
祖
の
御
冥
祐
（
ご
め
い

ゆ
う
）
と
如
来
の
御
勅
命
に
よ
り
、

本
願
寺
法
主
、
本
廟
留
守
職
（
る
す

し
き
）
を
継
職
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
開
山
親
鸞
聖
人
は
弘
長

二
年
（
一
二
六
三
）
十
一
月
二
十
八

日
、
京
都
に
お
い
て
九
十
歳
で
往

生
し
、
東
山
・
延
仁
寺
で
荼
毘
（
だ

び
）
に
付
さ
れ
ま
し
た
。
文
永
九
年

（
一
二
七
二
）、
聖
人
の
三
女
・
覚

れ
て
、
本
願
寺
は
我
が
国
随
一
の

教
団
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

時
を
経
て
、
東
本
願
寺
は
幕
末

維
新
の
動
乱
と
廃
佛
毀
釈
の
嵐
の

中
、
物
心
両
面
で
大
い
に
苦
し
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
の
が
、
二
十
一
世
厳
如
（
ご
ん
に

ょ
）
上
人
で
し
た
。
本
願
寺
の
使
命

を
「
勧
学
布
教
・
学
事
の
振
興
」
で

あ
る
と
明
示
し
、
両
堂
の
再
建
に

も
着
手
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
完
成

を
見
ず
し
て
、「
勧
学
布
教
・
学
事

の
振
興
を
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
の

遺
言
を
残
し
、
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
内
外
に
英
明
の
聞
こ

え
高
き
二
十
三
世
法
主
彰
如
（
し

ょ
う
に
ょ
）
上
人
は
、
幕
末
維
新
の

苦
労
・
災
厄
が
本
願
寺
に
再
び
到

来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
る
と
と
も

に
、「
勧
学
布
教
・
学
事
の
振
興
」

を
憂
い
な
く
果
た
す
根
本
と
な

る
元
資
の
蓄
積
の
為
、
本
願
寺
自

ら
が
布
教
を
行
い
、
直
属
の
門
徒

を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
全
国
を

巡
化
し
ま
す
。 

さ
ら
に
は
永
代
経
願
人
、
本
願

寺
の
永
代
の
護
持
相
続
を
、
志
納

を
も
っ
て
願
い
出
る
者
す
べ
て

を
本
願
寺
の
直
門
徒
と
す
る
手

立
て
を
考
え
た
の
で
す
。
思
案
の

結
果
、
そ
の
中
核
と
な
る
本
願
寺

文
化
興
隆
財
団
を
設
立
さ
れ
ま

し
た
。 

 

彰
如
上
人
は
当
財
団
設
立
者

と
し
て
、
総
裁
に
就
任
し
ま
し
た

が
、
財
団
に
蓄
積
さ
れ
る
べ
き
永

代
経
収
入
は
、
設
立
後
ま
も
な
く

本
山
が
取
り
こ
ん
で
し
ま
い
、
財

団
設
立
時
の
高
邁
な
意
思
は
、
実

現
を
見
る
事
が
出
来
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
幕
末
の
厳
如
上
人
裏

方
・
嘉
枝
宮
和
子
女
王
降
嫁
の

折
、
伏
見
宮
家
か
ら
賜
っ
た
こ
の

六
條
山
に
、
戦
後
、
本
願
寺
と
大

谷
派
は
、
第
二
の
大
谷
本
廟
造
営

を
計
画
し
た
の
で
す
が
、
頓
挫

し
、
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

遂
に
困
窮
の
末
、
そ
の
善
処
・
創

建
・
経
営
を
私
に
懇
請
し
て
き
た

の
で
す
。 

【
二
面
に
続
く
】 
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東
山
浄
苑
読
経
御
扱
い
の
ご
案
内      
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ペ
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台
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イ
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ビ
ュ
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２
ペ
ー
ジ  

 

■
大
谷
暢
順
研
究
所
・
記
念
館
の
活
動
紹
介  

５
ペ
ー
ジ 

■
盂
蘭
盆
会
・
秋
彼
岸
会
の
ご
案
内 
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ペ
ー
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■
大
谷
御
廟
・
信
楽
壇
の
ご
紹
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５
ペ
ー
ジ 

■
報
恩
講
・
歳
末
昏
事
・
修
正
会
の
ご
案
内 

４
ペ
ー
ジ 

 

■
送
迎
バ
ス
・
休
苑
日
ご
案
内 

 
 

 
 

 

６
ペ
ー
ジ 

 
 

 

門
川
大
作
前
京
都
市
長 

 

松
井
孝
治
京
都
市
長 

鷹
司
尚
武
神
社
本
庁
統
理 

山
東
昭
子
元
参
議
院
議
長 

盛
会
と
な
っ
た
法
統
継
承
式
祝
宴
（
令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
） 

信
尼
公
（
か
く
し
ん
に
こ
う
）
が
東

国
の
門
弟
の
協
力
を
得
て
、
夫
・
小

野
宮
禅
念
の
屋
敷
、
現
在
の
知
恩

院
内
に
あ
る
崇
泰
院
（
す
う
た
い

い
ん
）
の
大
谷
の
地
を
譲
り
受
け

て
廟
堂
を
建
立
し
、
聖
人
の
御
影

（
ご
え
い
）
を
安
置
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
覚
信
尼
公
は
東
国
の
門
弟

た
ち
に
、
こ
こ
を
聖
人
の
墓
所
と

し
て
寄
進
す
る
こ
と
を
通
達
し
、

遠
方
に
あ
る
門
弟
に
代
わ
り
直

接
、
廟
堂
を
護
持
す
る
任
に
就
き

ま
す
。 

こ
れ
が
後
の
本
廟
留
守
職
で

す
。
留
守
職
で
あ
る
覚
信
尼
公
の

尽
力
に
よ
っ
て
、
廟
堂
は
隆
盛
を

見
ま
す
が
、
血
族
の
唯
円
に
よ
る

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
（
日
）
、

大
谷
暢
順
台
下
の
本
願
寺
法
主
、
本

廟
留
守
職
の
ご
継
職
と
、
長
年
の
日

仏
文
化
活
動
の
功
績
を
讃
え
、
フ
ラ

ン
ス
政
府
よ
り
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー

ル
勲
章
・
オ
フ
ィ
シ
エ
の
叙
勲
を
祝

う
祝
賀
会
が
賑
々
し
く
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
慶
事
に
あ
た
り
、
台
下
に
東

山
浄
苑
を
世
界
一
の
納
骨
堂
、
文
化

の
一
大
拠
点
に
育
て
ら
れ
た
ド
ラ

マ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

 

本
願
寺
法
主
、
本
廟
留
守

る

す

職し
き

を
継
職
し
て 

 

 
 

 

転 て

ん

悪
あ

く

成
じ
ょ
う

善
ぜ

ん

の
ド
ラ
マ
の
半
生
、
大
谷
暢
順
台
下
に
聞
く 

  

 

各
界
か
ら
の
祝
辞 

廟
堂
の
破
却
、
強
奪

が
起
き
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
窮
地
を
転

悪
成
善
し
た
の
が
、

覚
如
上
人
で
し
た
。 

 

覚
如
上
人
は
、
唯

善
に
大
谷
を
追
い

出

さ

れ

て

都

を

転
々
と
し
、
関
東
の

門
弟
に
節
を
屈
し

た
懇
望
状
を
送
る

等
、
苦
労
の
末
、
本

廟
留
守
職
を
継
職

し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
御
廟
を
本
願

寺
と
し
、
後
の
法
主
職
と
な
る
別
当

職
に
就
き
、
親
鸞
聖
人
以
来
の
血
法

一
如
（
け
っ
ぽ
う
い
ち
に
ょ
）
の
法

統
を
継
承
す
る
は
我
な
り
と
宣
言

し
ま
す
。
か
く
し
て
、
覚
如
上
人
の

功
績
に
よ
っ
て
、
本
願
寺
が
創
立
さ

れ
ま
し
た
。 

聖
人
の
御
教
え
は
、
覚
如
上
人
と

長
男
の
存
覚
上
人
に
よ
っ
て
体
系

化
さ
れ
、
平
安
期
以
前
の
佛
教
諸
宗

に
比
肩
（
ひ
け
ん
）
す
る
深
博
無
涯

（
し
ん
ぱ
く
む
が
い
）
の
域
に
達
し

ま
す
。
本
願
寺
開
立
の
祖
・
蓮
如
上

人
は
、
魂
の
深
奥
に
て
御
法
義
を
吟

味
反
芻
（
は
ん
す
う
）、
大
成
し
、
教

化
に
よ
っ
て
多
く
の
門
徒
が
生
ま

門
徒
と
親
し
く
語
ら
う
台
下 
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